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のが分かる。国連の IPCC（Intergovernmental Panel on Climate Change:気候変動に関する政
府間パネル）の第５次評価報告書にこれからの１００年間で、地球全体の予測平均気温が記載
されている。それによると最悪の場合、2046 年から 2065 年で 1.4 度から 2.6 度、2081 年から













図 1.2 観測された年平均地上気温の変化（1901～2012）の傾向 
[出典：IPCC第 5次評価報告書] 
 
 図 1.2 から地球全土が気温上昇しているのが分かると同時に、中国やブラジルなど近年、急
激な成長を遂げている国の近辺が特に年平均地上気温が著しく上昇しているのが明らかであ
る。このような気温上昇は人間社会だけでなく、生態系等の自然環境にも大きく影響を及ぼす。

























間環境宣言」が表明され、さらに、国連環境計画（UNEP: United Nations Environment Program）
が創設された。1992 年にはブラジルのリオデジャネイロで国連環境開発会議（UNCED: United 
Nations Conference on Environment and Development、地球サミット）が開催され、アジェン













































 1972 年にストックホルムで、1968 年の国連総会決議に基づいて開催された。「かけがえのな
い地球」を合言葉とし、世界全体の環境問題がはじめて世界的規模で総合的に議論され、行動















 パリ協定とは 2015 年にフランス、パリで開催された国連気候変動枠組条約第 21 回会議






への援助等が定められた。表 1.1 は各国の温室効果ガスの削減目標を表したものである。 
 
表１．各国の温室効果ガス削減目標 












図 1.6 は国内の最終エネルギー消費と実質 GDP の推移を表したものである。同図より業務部
門と家庭部門などといった建築物起源における最終エネルギー消費が著しいことが分かる。 







































その３E にさらに安全性の S が加わり、３E+S の実現が基本課題となった。今後の課題とし
て、2014 年の第 4 次エネルギー基本計画では安定的な資源の確保、国産資源の開発を基礎と
して、省エネルギーの徹底、固定価格買い取り制度などによる再生可能エネルギーの導入や電
力・ガスのシステム改革等が掲げ、バランスの取れたエネルギーミックスが必要になってくる。
図 1.8 は国内の 2013 年度と 2030 年度の電源構成を示したもので、震災以降、停止していた原
子力を 20％まで引き上げ、その分、火力発電を大幅に下げているのが読み取れ、さらには再エ
























合がそれぞれ 26.2%と 40.1%なのに対して、日本は 12.2％に留まっている。 
図 1.9 発電電力量に占める再生可能エネルギー比率の国際比較 
[出典：経済産業省 資源エネルギー庁 原子力発電の必要性とエネルギー政策] 
 
 






















ギーの４つの重要項目がある。図 1.10 は各項目の詳細を表したものである。 
 
 





















































 岩淵ら(8)は、ホテルの客室 1 部屋あたりの各電化製品のエネルギー消費と同時に水と湯の消




屋 1 日あたりの全体の水と湯の消費割合は水が 49％に対して湯が 28％、そして、トイレが
23％であることを明らかにした。 





















・第 1 章では本研究の背景、研究目的および研究概要等の序章である。 
・第 2 章では本研究で用いたシミュレーションツールの概要、地域、シミュレーションのモデ
ルの作成や太陽光発電の最適勾配等の本研究のおおまかな流れについて説明する。 
・第 3 章ではシミュレーションによる各地域の結果を示し、その結果をまとめる。 





















目標を設定し、全 CO２排出量のうち約 3 分の１を占める民生部門（業務部門、家庭部門）の
大幅な削減を実現するために建築物の CO２排出量の把握と削減計画が容易にできるように開
発されたのが The BEST Program (以下 BEST：Building Energy Simulation Tool)である。BEST
には以下 3 つの種類が用意されている。 
 




B) BEST 誘導基準認定ツール 

























 デフォルトで 12 地点が登録されており、その他の地点（全 842 地点）もデータを購入する
ことで利用可能。 
・地域区分 































































































































































































・空調機器と CAV や VAV との接続 
（CAV：Constant Air Volume、定風量装置） 
（VAV：Variable Air Volume、変風量装置） 










































































3 データ（詳細データベース）がある。また、公開データ数としては国内最大級で、約 4 万件
のデータを収納している。図 2.13 は DECC 公開データ件数を表したものである。 
























 DECC レベル 1 の建物データには所在地、建物用途、延床面積や階数などといった建物概要
と冷暖房期間、営業時間、冷暖房設定温度等の営業形態がある。また、エネルギー等の消費量
データとしては月別の電力、ガス、石油類と地域熱消費量が収納されている。また、それ以外




















































































太陽電池に太陽が当たると、正孔と電子が発生し、電子は n 型半導体、正孔は p 型半導体へと
引き寄せられる。よって、裏面と表面に取り付けた電極にモーターなどの負荷になるものを繋
ぐと電流が流れ出る。図 2.15 は PV の仕組みを図式化したものである。 
 











に化合物系とシリコン系である。表 2.3 にそれぞれの特徴を示す。 
 








































 太陽熱温水器（以下 SWH：Solar Water Heater）は太陽熱を集める集熱器と温めた水を貯湯
タンクで構成されており、最大の特徴はエネルギー変換率で熱エネルギー変換率は約 50％～
60％である。SWH の構造は太陽の熱で水を温めるための SWH とその温めた水を貯めておく
貯湯槽が組み合わさってできている。その組み合わせとしてはタンク一体型、水道直圧型、そ
して、タンク分離型がある。表 2.4 にそれぞれの特徴についてまとめた。 
 























PV と SWH を設置する必要がある。また、太陽光発電量には直射日射量、反射日射量と散乱
日射量を合わせた斜面日射量を利用した。（図 2.16） 
 そこで、気象庁の 2013 年のデータより東京、那覇、札幌の全天日射量を用いて、NEDO（国
立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）の Erbs 計算ツールにより方位別・傾
斜別斜面日射量に変換し、その値を使ってプログラミングを用いて年間発電量を算出した。発
電量が最も高かった方位角と傾斜角を最適勾配とした。図 2.17 は Erbs モデル計算ツールの入
力画面を示したものである。なお、Erbs 計算ツール内で行なわれている計算式を式 2.1～2.12
に表し、プログラミングでの年間発電量を算出する際に NEDO 技術開発機構の大規模太陽光















































・𝐻/𝐻𝑂 < 0.22の時 
𝐻𝑑
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・0.22 < 𝐻/𝐻𝑂の時 
𝐻𝑑
𝐻













































δ = 0.33281 − 22.984 cos(𝜔𝐽) − 0.34990 cos(2𝜔𝐽) − 0.13980 cos(3𝜔𝐽) + 3.7872 sin(𝜔𝐽)




















𝑒 = 0.0072 cos(𝜔𝐽) − 0.0528 cos(2𝜔𝐽) − 0.0012 cos(3𝜔𝐽) − 0.1229 sin(𝜔𝐽) − 0.1565 sin(2𝜔𝐽)









𝜃𝑧：天頂角(= 90°− α) 
 





















𝐸𝑝 = 𝐼𝛽𝛾 ∗ 𝐾 ∗ 𝑃 ∗ 365/1 
(2.13) 
Ep：年間予想発電量（kWh/年） 





           春（3～5 月）15％ 
          夏（6～8 月）20％ 

















図 2.19 方位・傾斜角別年間発電量（札幌） 
図 2.20 方位・傾斜角別年間発電量（那覇） 
 
 
この結果より、太陽光発電と太陽集熱器の設置方向と傾斜角を東京では方位 0 度、傾斜角 30





























4）各ベースモデルに PV および SWH の設置面積割合を変えて設置 
 3）で作成したベースモデルごとに PV および SWH の設置面積を変えた 6 つのケースを導
入し、一つの地域ごとに 24 のケースモデルを作成し、3 つ地域、計 72 ケースでシミュレーシ
ョンを行なった。 
 
5）給湯熱源（給湯ボイラー、電気温水器）に SWH を導入による効果検証 
 3）で作成したモデルのうち、給湯熱源の異なる 2 つのベースモデルにそれぞれ SWH を導
入し、それにより、一次エネルギー消費量の削減効果を給湯熱源別に検討する。なお、この際、
前面に SWH のみを設置した場合を想定する。 
 
6）標準給湯使用量における PV と SWH の最適設置方法の検討 
 各ベースモデルにおける PV と SWH の最適設置方法の検討を行なった。なお、この際、一

















図 2.21 シミュレーション手法の概要 その 1 















































































































































 リファレンスモデルとなるホテルは 8 階建であり、延床面積が 11000m²の中規模のビジネ
スホテルである。1 階はロビー、ラウンジやレストラン等の主に共用部分であり、2 階～8 階は
客室フロアで広い客室と狭い客室の 2 種類がある。広い客室は各階 20 室、狭い客室が 24 室と
し、全部で 308 部屋のモデルである。表 2.5 はリファレンスモデルの建物概要を示したもので
ある。また、図 2.25 および図 2.26 はそれぞれリファレンスモデルの 1 階の共通部分の平面図
と 2～8 階の客室階の平面図を表す。 
 














図 2.25 1階 平面図 















図 2.26 2階～8階 客室 平面図 






リファレンスモデルでは DECC レベル 1 データで最も利用件数が多い吸収式冷温水発生機
を熱源とした。空調は必要定格能力が設定されており、その能力値を超えるようカタログ値(40)
より選定した。表 2.6 は主な部屋の用途、定格能力と面積を地域ごとに表したものである。 
 










































































札幌の場合、0.6639、東京が 0.8516、そして那覇は 0.6921 として換算され、計算される。 
 
C) 昇降機 
 昇降機の性能は東京海洋大学 1 号館の昇降機の性能を元にし、積載重量を 600kg、定格速度
を 60m/min とした。 



























































































































































































































































































































































































































































 実際に BEST に入力し、計算した各地域の年間月別エネルギー詳細消費量の計算結果をそれ
ぞれ表 2.10~2.12 および図 2.27~2.29 に示す。 
 

















図 2.27 リファレンスモデルの年間月別一次エネルギー詳細消費量計算結果（東京） 
 
 
用途 空調 換気 照明 給湯熱源 昇降機 コンセント 合計
1月 83.6 12.7 33.5 50.9 2.1 17.5 200.3
2月 74.5 11.5 30.2 45.7 1.9 15.8 179.6
3月 43 12.7 33.5 48.4 2.1 17.5 157.2
4月 66 12.3 32.4 41.1 2 17 170.8
5月 97.5 12.7 33.5 38 2.1 17.5 201.3
6月 108.7 12.3 32.4 34.2 2 17 206.6
7月 132 12.7 33.5 30.5 2.1 17.5 228.3
8月 135.8 12.7 33.5 29.9 2.1 17.5 231.5
9月 122.2 12.3 32.4 31.3 2 17 217.2
10月 99.3 12.7 33.5 38.1 2.1 17.5 203.2
11月 62.5 12.3 32.4 43.2 2 17 169.4
12月 83.5 12.7 33.5 48.5 2.1 17.5 197.8


























用途 空調 換気 照明 給湯熱源 昇降機 コンセント 合計
1月 121.3 12.7 33.5 56.6 2.1 17.5 243.7
2月 105.1 11.5 30.2 51.1 1.9 15.8 215.6
3月 69 12.7 33.5 54.7 2.1 17.5 189.5
4月 23.5 12.3 32.4 47.3 2 17 134.5
5月 49.5 12.7 33.5 44.6 2.1 17.5 159.9
6月 67.9 12.3 32.4 38.4 2 17 170
7月 103.2 12.7 33.5 35.6 2.1 17.5 204.6
8月 106.2 12.7 33.5 35.2 2.1 17.5 207.2
9月 91.6 12.3 32.4 37.3 2 17 192.6
10月 54.1 12.7 33.5 44.1 2.1 17.5 164
11月 34.1 12.3 32.4 49.3 2 17 147.1
12月 123 12.7 33.5 55.3 2.1 17.5 244.1



























用途 空調 換気 照明 給湯熱源 昇降機 コンセント 合計
1月 26 12.7 33.5 50.9 2.1 17.5 142.7
2月 40.3 11.5 30.2 45.7 1.9 15.8 145.4
3月 44 12.7 33.5 48.4 2.1 17.5 158.2
4月 7.6 12.3 32.4 41.1 2 17 112.4
5月 119.5 12.7 33.5 38 2.1 17.5 223.3
6月 123.8 12.3 32.4 34.2 2 17 221.7
7月 136 12.7 33.5 30.5 2.1 17.5 232.3
8月 135.7 12.7 33.5 29.9 2.1 17.5 231.4
9月 125.2 12.3 32.4 31.3 2 17 220.2
10月 118.9 12.7 33.5 38.1 2.1 17.5 222.8
11月 7.6 12.3 32.4 43.2 2 17 114.5
12月 7.9 12.7 33.5 48.5 2.1 17.5 122.2





 前述のように、本研究では標準モデル作成にあたって、実測値の DECC レベル 1 データより、
標準エネルギー消費量データを取得し、建物規模に近い複数の物件よりベンチマークデータを

















𝑇(𝑥𝑘) < 𝑡：𝑥𝑘は外れ値である。（対立仮説） 





 この検定により 817 件が有意なデータとなった。そのうち、東京が 145 件、北海道が 25 件、
沖縄が 10 件となった。さらに、そこからリファレンスモデルの延床面積に近い物件を抜粋し














表 2.13 ホテル DECCレベル 1物件データ（東京） 
 
 
表 2.14 ホテル DECCレベル 1物件データ（北海道） 
 
 














4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間
D08000095 19 宿泊施設 東京 10267 167.916 215.976 287.851 290.894 310.505 266.572 217.648 198.946 246.539 252.182 226.956 223.063 2905.05
D08000093 23 宿泊施設 東京 11615 180.02 187.841 219.362 247.731 264.896 227.585 182.196 168.3 239.284 249.326 221.335 216.343 2604.22
D08000094 19 宿泊施設 東京 10352 188.585 204.732 278.229 281.342 282.579 243.249 178.032 155.393 202.026 215.501 194.807 189.56 2614.03
D08000094 20 宿泊施設 東京 10352 164.47 191.38 256.811 267.071 293.618 268.745 201.777 180.893 230.878 237.208 216.973 190.958 2700.78
D08000094 21 宿泊施設 東京 10352 172.268 206.006 237.567 271.133 295.753 265.975 209.843 179.981 223.398 238.639 216.424 201.859 2718.85
D08000091 19 宿泊施設 東京 13235 140.692 189.13 234.928 257.368 271.411 251.704 199.195 169.298 218.021 230.902 201.741 197.221 2561.61
D08000388 21 宿泊施設 東京 11591 175.569 184.235 214.675 249.942 251.139 225.223 176.708 154.164 199.462 211.729 185.734 181.668 2410.25
D08000117 19 宿泊施設 東京 11225 158.136 171.619 197.476 218.402 229.546 200.101 152.745 136.71 221.43 226.006 203.621 189.643 2305.43
D08000327 20 宿泊施設 東京 10009 156.594 173.391 195.007 206.847 226.618 207.605 153.518 122.549 194.823 216.884 196.44 184.226 2234.5
D08000388 23 宿泊施設 東京 11591 163.233 145.228 173.616 207.277 228.925 214.786 146.672 129.193 174.848 180.786 161.879 154.389 2080.83
D08000451 21 宿泊施設 東京 13552 154.152 147.861 180.865 200.925 201.664 187.196 147.78 126.713 168.439 181.612 157.235 153.755 2008.2
一次エネルギー消費量原単位（MJ/ｍ²)
建物ID 調査年度 建物用途 都道府県
延床面積
（ｍ²)
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間
A08000014 19 宿泊施設 北海道 7257 231.221 189.943 212.502 296.646 287.754 229.554 176.161 202.519 295.099 290.284 274.824 270.289 2956.8
A08090208 23 宿泊施設 北海道 6815 220.878 193.678 191.351 249.579 277.729 230.347 182.999 209.684 279.858 287.166 248.358 276.876 2848.5
A08090208 21 宿泊施設 北海道 7256.352 204.28 98.5301 189.622 252.39 254.941 222.971 172.823 211.796 286.158 297.046 270.349 276.007 2736.91
A08080101 20 宿泊施設 北海道 7573 201.162 192.713 202.353 220.928 231.432 214.75 172.322 190.226 241.647 249.904 208.133 214.822 2540.39
A08080101 21 宿泊施設 北海道 8503 182.599 166.991 167.967 219.177 219.825 212.955 173.38 181.369 227.327 248.549 201.349 204.58 2406.07
A08090206 21 宿泊施設 北海道 12285.51 199.843 187.112 173.037 206.05 206.228 197.226 161.857 182.802 219.966 233.172 198.035 201.86 2367.19
A08000006 19 宿泊施設 北海道 8476.25 202.575 182.594 179.512 218.313 242.225 234.633 168.588 191.401 219.261 238.137 218.465 220.628 2516.33
一次エネルギー消費量原単位（MJ/ｍ²)
建物ID 調査年度 建物用途 都道府県
延床面積
（ｍ²)
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間
H08000167 20 宿泊施設 沖縄県 17916.9 179.851 192.974 252.456 273.314 280.825 273.795 261.537 223.365 175.418 189.667 175.075 172.739 2651.02
H08000168 21 宿泊施設 沖縄県 19159.5 173.133 196.255 246.217 257.432 263.422 255.342 246.168 199.704 153.704 178.328 165.961 161.726 2497.39
H08000139 23 宿泊施設 沖縄県 18844.45 182.652 206.065 255.334 273.38 278.69 268.829 256.153 197.229 141.946 146.583 138.693 133.813 2479.37
H08000076 23 宿泊施設 沖縄県 19159.5 175.883 197.634 245.154 254.14 248.982 244.772 228.855 198.663 153.676 168.651 148.475 145.34 2410.22
H08000139 21 宿泊施設 沖縄県 21282 156.319 188.478 235.154 244.896 250.84 240.706 229.339 170.332 121.263 142.192 134.754 130.931 2245.2
一次エネルギー消費量原単位（MJ/ｍ²)






















































































































































































































とベンチマークデータのエネルギー消費量を比較した。表 2.19 および図 2.33 は東京のリファ
レンスモデルとベンチマークデータの年間・月別総エネルギー消費量を比較したものである。
同図より多くの月がベンチマークデータより低い値になっており、また、最小値の月がベンチ
マークデータでは 4 月なのに対し、リファレンスモデルでは 3 月になっていることが分かる。 
 































図 2.33 リファレンスモデルとベンチマークデータの年間･月別エネルギー消費量比較 
（東京） 
MJ/m² リファレンス ベンチマーク 誤差
1月 200.4 221.9 21.5
2月 179.7 198.5 18.8
3月 157.3 189.3 32.0
4月 170.8 165.6 -5.2
5月 201.4 183.4 -18.0
6月 206.6 225.1 18.5
7月 228.3 245.4 17.1
8月 231.5 259.7 28.2
9月 217.2 232.6 15.4
10月 203.3 178.7 -24.6
11月 169.5 156.6 -12.9
12月 197.8 210.8 13.0
年間 2363.6 2467.6 104.0
51 
 






料消費量を 325kW から 484kW に、暖房の燃料消費量を 325kW から 400kW に変更した。ま




 給湯台数をリファレンスモデルでは 6 台に設定していたが、それでは最低限の給湯量しかま
かなうことができないためより余裕を持たせるために 9 台に変更した。 
 
３）空調運転スケジュール 
 「平成 25 年省エネルギー基準に準拠した算定・判断の方法及び解説」によると東京の空調
運転期間は冷房が 4 月 10 日～11 月 30 日で、暖房が 12 月 01 日～3 月 15 日であった。そこ
で、1 階(共通部分)の冷房期間を 4 月 10 日～10 月 30 日、暖房期間を 11 月 15 日～3 月 20 日
とし、2 階から 8 階の客室部分の冷房期間を 5 月 25 日～10 月 15 日、暖房期間を 11 月 15 日
～3 月 25 日までに変更した。 
 
表 2.20 はパラメータ修正後の BEST の入力値を表したものであり、赤い枠で囲まれている
部分が変更点である。 
また、以上のパラメータ修正後のリファレンスモデルとベンチマークデータを比較した年










































































































































































































MJ/m² リファレンス ベンチマーク 誤差
1月 215.8 221.9 6.1
2月 193.4 198.5 5.1
3月 188.9 189.3 0.4
4月 159.0 165.6 6.6
5月 182.7 183.4 0.7
6月 225.0 225.1 0.1
7月 250.2 245.4 -4.8
8月 254.1 259.7 5.6
9月 237.3 232.6 -4.7
10月 170.3 178.7 8.4
11月 148.4 156.6 8.2
12月 209.0 210.8 1.8




正し、よりベンチマークデータに近づける。表 2.22 および図 2.35 は札幌におけるリファレン
スモデルとベンチマークデータの年間・月別エネルギー消費量比較したものである。 
 
































図 2.35 リファレンスモデルとベンチマークデータの年間・月別エネルギー消費量比較 
（札幌） 
 
MJ/m² リファレンス ベンチマーク 誤差
1月 243.8 263.5 19.7
2月 215.7 231.4 15.7
3月 189.6 237.9 48.3
4月 134.5 206.1 71.6
5月 159.9 173.1 13.2
6月 170 188.1 18.1
7月 204.6 237.6 33.0
8月 207.3 245.7 38.4
9月 192.6 220.3 27.7
10月 164.1 172.6 8.5
11月 147.1 195.7 48.6
12月 244.1 252.8 8.7










ストな状態であるので、1 階の共通部分における冷房の燃料消費量を 406kW から 599kW、暖
房を 406kW から 498kW へと修正した。また、客室階における冷房の燃料消費量を 270kW か
ら 400kW、暖房の燃料消費量を 270kW から 335kW へと変更した。 
 
２）給湯設備 
 東京と同様に 6 台から 9 台へ変更。 
 
３）空調運転スケジュール 
 図 2.34 よりベンチマークデータとリファレンスモデルのエネルギー消費量が最小の月を見
た際にベンチマークデータでは 5 月と 10 月が最も小さくなるのに対し、リファレンスモデル
では 4 月と 11 月が最も小さくなる。 
そこで、共通部分の冷房期間を 4 月 20 日～11 月 20 日だったのを 5 月 1 日～10 月 20 日に変
更し、暖房期間を 12 月 1 日～3 月 20 日から 11 月 15 日～4 月 30 日に変更した。また、客室
階の冷房期間を 4 月 20 日～11 月 20 日から 5 月 25 日～10 月 20 日に変更し、暖房期間を 12




域ではより断熱性能が求められると考え、単層透明 8mm だったものを複層(空気層 6mm)透明
2 枚の 8mm に修正した。 
 
これらの修正後の BEST の入力値を表 2.23 に表す。また、表 2.24 および図 2.36 は修正後
のリファレンスモデルとベンチマークデータの年間・月別エネルギー消費量を比較したもので
ある。修正前の図 2.35 では中間期と夏季で誤差があり、最大で 70MJ/m²程度の誤差がある。

































































































































































































MJ/m² リファレンス ベンチマーク 誤差
1月 273.2 263.5 -9.7
2月 241.1 231.4 -9.7
3月 246.3 237.9 -8.4
4月 213.3 206.1 -7.2
5月 180.8 173.1 -7.7
6月 193 188.1 -4.9
7月 235.9 237.6 1.7
8月 238.5 245.7 7.2
9月 221.8 220.3 -1.5
10月 166.2 172.6 6.4
11月 192.5 195.7 3.2
12月 262 252.8 -9.2
年間 2566.4 2624.6 58.2
58 
 
表 2.25 および図 2.37 は那覇のリファレンスモデルとベンチマークデータの年間・月別エネ
ルギー消費量を比較したものである。同表図からベンチマークモデルはリファレンスデータに
比べ、ほとんどの月で誤差があることが分かる。特に中間期である 4 月や 11 月でその差が大
きい。 
 
































図 2.37 リファレンスモデルとベンチデータモデルの年間・月別エネルギー消費量比較 
（那覇） 
MJ/m² リファレンス ベンチマーク 誤差
1月 135.7 165.1 29.4
2月 140 152.6 12.6
3月 152.1 148.9 -3.2
4月 109.4 173.6 64.2
5月 222.6 196.3 -26.3
6月 219.8 246.9 27.1
7月 233 260.6 27.6
8月 232.7 264.6 31.9
9月 220.7 256.7 36.0
10月 221 244.4 23.4
11月 108.6 197.9 89.3
12月 116 149.2 33.2







 図 2.36 を見た際に、リファレンスモデルのエネルギー消費量がベンチマークデータに比べ、
全体的に小さい値になっているので、客室階の冷房の燃料消費慮を 216kW から 320kW に変更
し、冬の暖房についても同様に燃料消費量を 216kW から 267kW へと修正した。また、共用部
の冷房と暖房の燃料消費量をそれぞれ 484kW と 400kW へと変更した。 
 
２）給湯設備 
 上記同様 6 台から 9 台へ変更。 
 
３）空調運転スケジュール 
 中間期である 4 月と 11 月さらには 12 月で大きくエネルギー消費量の差が出る理由として
は、リファレンスモデルではそれらの月は空調をほとんど運転していない状態だったためと考
えられる。そこで、共通階の冷房運転のスケジュールを 5 月 1 日～10 月 31 日だったのを 4 月
1 日～11 月 20 日に変更し、同様に客室階の冷房の終わり 10 月 31 日から 11 月 20 日へと変更
した。また、同様に暖房も 1 月から運転開始していたのを 12 月からに修正した。さらに、5 月
だけリファレンスモデルがベンチマークデータに比べ、エネルギー消費量が大きいため、5 月
いっぱい運転していた客室階を 5 月 20 日からに変更した。 
 
 修正後の入力値を表 2.26 に表し、修正後のリファレンスモデルとベンチマークデータの年
間・月別エネルギー消費量の比較を表 2.27 および図 2.38 に示す。修正後の両者の比較では、









































































































































































































MJ/m² リファレンス ベンチマーク 誤差
1月 162.6 165.1 2.5
2月 146.9 152.6 5.7
3月 140.1 148.9 8.8
4月 163.2 173.6 10.4
5月 203 196.3 -6.7
6月 248.9 246.9 -2.0
7月 267.2 260.6 -6.6
8月 266.8 264.6 -2.2
9月 250.3 256.7 6.4
10月 247.4 244.4 -3.0
11月 190.6 197.9 7.3
12月 154.6 149.2 -5.4





























































      (a)冷房サイクル(夏季)          (b)暖房サイクル(冬季) 


























































表 2.28 は空調、給湯熱源別の 4 つの組み合わせを作成したものを示したものである。なお、
上記で作成した標準モデル同表の CASE.A に当たる。 
 







 各モデルの設備機器の東京、那覇のBEST 入力情報を表 2.29~2.31、札幌の入力情報を表 2.32




 吸収式冷温水器の性能は標準モデルそのまま利用し、東京と那覇の空冷 HP の共通部分の冷
房能力は 265kW、暖房能力は 300kWに設定し、客室階の冷房能力を212kW、暖房能力を236kW
とした。また、共通部分の吸収式冷温水機の台数は 1 台だったのに対し、空冷 HP は一つの能
力が吸収式冷温水発生機より低いため 2 台に設定した。札幌の共通部分の冷房能力は 315kW、
暖房能力を 355kW に設定し、客室階の冷房能力を 265kW、暖房能力は 300kW とした。 
 給湯システムも同様に給湯ボイラーはそのまま標準モデルの数値を利用した。電気温水器の
台数は3つ地域とも給湯ボイラーと同じように9台に設定した。電気温水器の加熱能力は75kW
で消費電力を 75kW とした。なお、BEST に入力する際、電気を利用する熱源は 2 次 COP 換








































































































































































































































































































































































































 さらに本研究では PV と SWH の最適面積割合を求めると同時に給湯ボイラー及び電気温水
器に SWH を導入した場合の一次エネルギー消費量の比較検証を行い、給湯器別と地域別の
SWH の特性を求めた。その際の PV と SWH の設置面積割合のケースを図 2.42 および表 2.35
に示す。CASE.2 は全面に PV を設置し、CASE.3 は PV と SWH を 2 対 1 で設置したケースで
ある。CASE.4 は PV と SWH を 1 対 1 の面積割合で設置したケースである。CASE.5 は PV と
SWH を 1 対 2 で設置し、CASE.6 は SWH を全面的に設置したケースである。なお、CASE.1
は何も設置していない状態を示すため同図には表示していない。 
また、本研究で用いた PV はカタログ値(41)を参照し、出力が 201W/m²のものを利用した。
また、SWH も同様にカタログ値(43)を参照し、設置面積が 4.31m²で、集熱面積が 2.96m²のも
のを利用した。なお、BEST 内での集熱器の計算内容を BEST ホームページの「BEST 平成 25
年省エネ基準対応ツール解説書＿操作編（2015 年 5 月版）」(24)より引用した計算式を数式 2.6
～2.10 に示す。 
 以上のことからひとつの地域で 24 ケースモデルを作成し、3 つの地域を合わせて 72 ケース
で検討した。その 24 ケースモデルの一覧を表 2.36 に示す。 
 
図 2.42 太陽光パネルと太陽熱温水器 設置面積割合 
 







PV SWH PV SWH
CASE.No CASE.No
CASE.1 なし なし CASE.4 560 560
CASE.2 1120 なし CASE.5 373.8 746.2



























































































































 図 3.1 は東京における吸収式冷温水発生機と空冷 HP の月別一次エネルギー消費量を比較し












































































 図 3.4 は吸収式冷温水発生機と空冷 HP の年間一次エネルギー消費量を各地域で比較したも















図 3.4 各地域 空調別年間一次エネルギー消費量 
 
3.1.4 吸収式冷温水発生機 
 吸収式冷温水発生機を利用した場合の月別一次エネルギー消費量を比較したもの図 3.5 に示
す。同図より、夏季は那覇が最も多く、最大で約 170MJ/m²となり、それに対して札幌は最大






















3.1.5 空冷 HP 
 空冷 HP を利用した場合の月別一次エネルギー消費量を地域間で比較したものを図 3.6 に示
す。同図より吸収式冷温水発生機同様、夏季は那覇の一次エネルギー消費量が大きく、最大で
約 130MJ/m²となり、札幌の最大月は約 40MJ/m²という結果となる。それに対して、冬季で







































 給湯ボイラーと電気温水器の月別一次エネルギー消費量を比較したものを図 3.8 に示す。 
東京と同様、夏季と冬季での両給湯熱源機器の一次エネルギー消費量の差を比較した際、夏季













図 3.8 給湯熱源別月別一次エネルギー消費量（那覇） 
 
3.2.3 札幌 

















































東京 529.5 771.1 241.6 31.3
那覇 429.9 606.9 177 29.2




 図 3.11 は給湯ボイラーの月別一次エネルギー消費量を東京、那覇、札幌の 3 つの地域を比
較したものである。同図より 3 つの地域とも一次エネルギー消費量は夏季が小さく、冬季が大
きい。また、各地域での一次エネルギー消費量を比較した際、夏季は東京と那覇の一次エネル




消費量が最も小さくなる 8 月で比較した際、那覇の一次エネルギー消費量が約 30MJ/m²なの
に対し札幌では約 40MJ/m²となる。３つの地域のエネルギー消費量が最も大きくなる１月で






















が最も小さい 8 月の那覇の一次エネルギー消費量が約 40MJ/m²なのに対し、札幌では約
55MJ/m²という結果となる。さらに、一次エネルギー消費量が最大となる 1 月については那覇
が約 60MJ/m²なのに対し、札幌では約 100MJ/m²となり、約 40MJ/m²の差がある。給湯ボイ
ラーと比べると、3 つの地域とも夏季では電気温水器を利用した場合の方が、僅かに一次エネ













































3.3.1 給湯ボイラー  
 図 3.13 は太陽温水器のみを利用したケース（前章の図 2.40、CASE.3）の給湯ボイラーの一
次エネルギー消費量の削減効果を地域別に表したものである。図中の赤字は設置なしのケース
と太陽熱温水器ありのケースの一次エネルギー消費量の差とその削減率を示したものである。






































 表 3.2 は東京、那覇、札幌の 3 つの地域の各月の発電量を表したものである。同表より、年
間発電量は那覇、東京、札幌の順で大きい。図 3.15 は各地域の月別発電量を表したものであ
り。同図より、1 月 2 月では東京が最も発電量が大きくなる。夏（7 月、8 月、9 月）では那覇
の発電量が大きい結果となる。 
 



















MJ/m² 札幌 東京 那覇
1月 12.8 18.5 12.5
2月 15.2 19 12.4
3月 21.8 20.3 16.2
4月 21.2 19.4 19.6
5月 21.4 21.8 20.2
6月 20.9 15.6 21.3
7月 18.2 20.3 23.7
8月 18.1 18.4 25.3
9月 18 14.2 22.7
10月 16.6 16.1 18.1
11月 10.2 14.7 17.2
12月 10.7 13.3 13.7
年間 204.9 211.6 223
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ーに PV と SWH を導入したすべてのケースの年間一次エネルギー消費量と年間一次エネルギ
ー詳細消費量を図 3.16 および図 3.17 に示す。図 3.16 より、CASE.1 の年間一次エネルギー消
費量は 2434.1MJ/m²となり、一次エネルギー消費量が最小となるのはCASE.3 で、2175.1MJ/m







































量を比較した結果をそれぞれ図 3.18 および図 3.19 に示す。 
 図 3.18 より CASE.1 の年間一次エネルギー消費量が 2566.4MJ/m²なのに対して、最も一次







































次エネルギー消費量及び年間一次エネルギー詳細消費量の結果を図 3.20 と図 3.21 に示す。 
 図 3.20 より PV 及び SWH を設置していないケース（CASE.1）の年間一次エネルギー消費






































 吸収式冷温水発生機と給湯ボイラーを利用した場合、3 つの地域とも CASE.3 の年間一次エ
ネルギー消費量が最小となる。図 3.22～図 3.24 はそれぞれ、東京、札幌、那覇の年間一次エ
ネルギー消費量を 2 次関数で表したものである。各図より CASE.3 が最小になるが、さらに PV
と SWH の面積割合を細分化し、より最適な設置割合を追求するために検討を行なう。図 3.25
は新たに検討を行なう PV と SWH の面積割合を示したものである。CASE.7 は PV と SWH を



















































































 図 3.26～図 3.28 は追加したケースを含めた各地域における全ケースの年間一次エネルギー
消費量を表したものである。各図より、CASE.7 と CASE.8 を追加した場合でも、3 つ地域と
も結果に変化はなく、PV と SWH を 2 対 1 の割合で設置した CASE.3 の年間一次エネルギー









































PV と SWH を導入した全てのケースの年間一次エネルギー消費量と年間一次エネルギー詳細
消費量をそれぞれ図 3.29 および図 3.30 に示す。図 3.29 より CASE.1 の年間一次エネルギー消
費量が 2675.7MJ/m²に対し、CASE.6 の年間一次エネルギー消費量は 2367.6MJ/m²と最小で、





































 図 3.31 および図 3.32 はそれぞれガス燃料の空調システムの吸収式冷温水発生機、電気を熱
源とした電気温水器を利用した場合の年間一次エネルギー消費量と年間一次エネルギー詳細









































ミュレーション結果を以下に示す。PV および SWH を導入した全てのケースの年間一次エネ
ルギー消費量と年間一次エネルギー詳細消費量を比較したものを図3.33および図3.34に示す。
図 3.33 より全ケースの年間一次エネルギー消費量を比較した際、CASE.1 の一次エネルギー消





































3.5.3 空冷 HP（電気）、給湯ボイラー（ガス） 
1）東京 
 電気熱源の空調として空冷 HP とガス熱源の給湯として給湯ボイラーを利用し、PV と SWH
を導入した全てのケースモデルの年間一次エネルギー消費量と年間一次エネルギー詳細消費
量を比較したものをそれぞれ図 3.35 および図 3.36 に示す。 
 図 3.37 より CASE.1 では年間一次エネルギー消費量は 2232.1MJ/m²となるが、CASE.3 が







































エネルギー詳細消費量をそれぞれ図 3.37 および図 3.38 に示す。 
 図 3.37 より CASE.1 の年間一次エネルギー消費量は 2346MJ/m²となり、CASE.3 の年間一










































よび図 3.40 に示す。 






































 空冷 HP と給湯ボイラーを用いた場合、吸収式冷温水発生機と給湯ボイラーと同様、3 つの
地域とも PV と SWH を 2 対 1 で設置するのが効果的となったが、より最適な設置方法を追求
するため、面積をさらに細分化し検討する。なお、この際の PV と SWH の面積割合は上記の
図 3.25 と同様に検討した。図 3.41～図 3.43 は各地における計算結果であり、PV と SWH の


































図 3.43 年間一次エネルギー消費量 全ケース比較（那覇） 
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3.5.4 空冷 HP（電気）、電気温水器（電気） 
1）東京 
 空調に空冷 HP、給湯に電気温水器を用いた場合の全ケースの年間一次エネルギー消費量と
年間一次エネルギー詳細消費量を比較したものをそれぞれ図 3.44 および図 3.45 に示す。図










































図 3.46 と図 3.47 に示す。 
 図 3.46 より全ケースの年間一次エネルギー消費量を比較した際、何も設置しない CASE.1 で
は 2646.5MJ/m²なのに対し、太陽集熱器のみを利用した CASE.6 が最も年間一次エネルギー






































ーション結果を以下に示す。PV および SWH を導入した全てのケースの年間一次エネルギー
消費量と年間一次エネルギー詳細消費量を比較したものをそれぞれ図 3.48 および図 3.49 に示
す。図 3.48 より全ケースの年間一次エネルギー消費量を比較した際、CASE.1 の一次エネルギ





































 表 3.3～表 3.5 はそれぞれ東京、札幌、那覇における全ケースモデルの年間・月別一次エネ
ルギー消費量の一覧を示し、年間一次エネルギー消費量が小さい順に表示してある。なお、表
の黄色の部分は吸収式冷温水発生機と給湯ボイラーの標準モデルを（CASE.A-1）表している。




















CASE 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間
CASE.C-3 186.5 166.8 163.0 122.9 151.1 171.4 185.1 190.2 179.6 147.1 126.0 183.5 1973.2
CASE.C-4 188 168.2 164.8 124.6 152.9 173.3 187 191.8 181.4 148.5 127.5 184.7 1993.1
CASE.C-5 188.4 169.1 165.7 125.7 154.2 174.2 188 192.9 182.1 149.3 128.1 185.3 2003.3
CASE.C-2 190.9 170.6 166.6 126.7 154.9 174.7 189 194.3 183.3 151.4 130.2 187.7 2020.5
CASE.C-6 191.2 172.1 169.5 129.2 158.2 177.6 192 196.5 185.1 152.1 130.7 187.4 2041.8
CASE.D-6 206.8 185.1 183.7 139.2 165.9 185.8 197.2 201.3 192.3 161 143.3 203.9 2165.6
CASE.A-3 192.9 170.6 165.1 135.8 157.1 206.0 226.0 231.6 219.3 149.8 129.5 191.5 2175.1
CASE.D-5 209.2 187 184.9 140.1 166.1 186.2 196.9 201.5 192.9 162.3 145.2 206.3 2178.9
CASE.D-4 211.1 188.8 186.2 141.2 166.9 186.7 197.5 202 193.5 163.5 146.5 207.8 2192.1
CASE.A-4 194.4 172 166.9 137.5 158.9 207.9 227.9 233.2 221.1 151.2 131 192.7 2195
CASE.A-5 194.8 172.9 167.8 138.6 160.2 208.8 228.9 234.3 221.8 152 131.6 193.3 2205.2
CASE.D-3 213.4 190.8 187.9 142.6 168.2 187.5 198.2 203 194.2 165 148 209.6 2208.8
CASE.A-2 197.3 174.5 168.7 139.6 160.9 209.5 229.9 235.6 223.2 154.3 133.7 195.7 2222.5
CASE.C-1 209.4 189.6 186.9 146.1 176.7 190.3 209.3 212.7 197.5 167.5 144.9 201 2232.1
CASE.A-6 197.7 175.9 171.5 142.1 164.2 212.3 232.9 237.9 224.9 155 134.2 195.4 2243.8
CASE.D-2 219.8 196.4 193 147.3 172.9 190.2 202.1 206.9 197.1 169.4 152.5 214.2 2262.1
CASE.B-6 213.1 188.9 185.8 152.1 171.9 220.4 238.1 242.7 232 163.7 146.8 211.9 2367.6
CASE.B-5 215.6 190.8 187 153 172.1 220.8 237.8 242.9 232.6 165 148.7 214.3 2380.8
CASE.B-4 217.5 192.6 188.3 154.1 172.9 221.3 238.4 243.4 233.2 166.2 150 215.8 2394
CASE.B-3 219.8 194.6 190 155.5 174.2 222.1 239.1 244.4 233.9 167.7 151.5 217.6 2410.7
CASE.A-1 215.8 193.4 188.9 159 182.7 225 250.2 254.1 237.3 170.3 148.4 209 2434.1
CASE.B-2 226.2 200.3 195.1 160.2 178.9 225 243 248.3 236.9 172.3 156 222.2 2464.1
CASE.D-1 238.3 215.4 213.3 166.7 194.7 205.8 222.4 225.3 211.3 185.5 167.2 227.5 2473.7




表 3.4 全ケースモデル 年間・月別一次エネルギー消費量 札幌 
 
 
表 3.5 全ケースモデル 年間・月別一次エネルギー消費量 那覇 
 
CASE 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間
CASE.C-3 231.6 201.7 210.3 165.1 132.1 137.4 167.9 169 160.5 126 163.4 229.4 2094.5
CASE.C-4 233.6 203.8 212.7 167.6 134.5 139.6 170.1 171.2 162.5 128.1 165.1 231.2 2119.9
CASE.C-2 235.6 205.4 213.6 168.8 135.9 141.2 171.9 172.9 164.7 130.2 167.4 233.4 2141.1
CASE.C-5 236.1 206.5 215.9 170.4 137.4 142.7 172.9 174.2 165.3 130.7 167.5 233.6 2153.4
CASE.C-6 236.8 207.7 218.2 172.6 139.4 144.8 174.6 176 166.8 131.9 167.8 234 2170.8
CASE.A-3 248.2 214 213 180.2 147.4 160.1 205.5 208.5 191.4 137.2 170.1 239.2 2314.9
CASE.A-4 250.2 216.1 215.5 182.7 149.7 162.4 207.8 210.6 193.4 139.2 171.9 241 2340.4
CASE.C-1 248.4 220.6 235.4 190 157.3 162.1 190.1 191 182.7 146.8 177.6 244.1 2346
CASE.D-6 261.3 228 237.2 186.8 151.1 153.6 182.5 183.7 175.4 144.8 187.9 258.7 2351
CASE.A-2 252.2 217.7 216.3 183.9 151.2 163.9 209.5 212.4 195.6 141.4 174.1 243.2 2361.5
CASE.D-5 263.4 229.7 238.2 187.7 151.7 153.9 182.8 183.9 176.2 146.1 189.8 260.6 2364.2
CASE.A-5 252.7 218.7 218.6 185.5 152.7 165.4 210.4 213.7 196.2 141.9 174.2 243.4 2373.6
CASE.D-4 264.7 231 239.4 188.7 152.7 154.4 183.4 184.3 177 147.1 190.9 261.8 2375.3
CASE.A-6 253.4 220 220.9 187.7 154.7 167.5 212.2 215.5 197.7 143.1 174.5 243.8 2391.2
CASE.D-3 266.4 232.7 241.3 190.2 154.2 155.7 184.6 185.4 178.2 148.7 192.4 263.4 2393.3
CASE.D-2 270.2 236.7 246.4 195 158.9 159.8 188.1 188.9 182.4 152.8 195.4 266.8 2441.6
CASE.A-1 265 232.9 238.1 205.1 172.6 184.8 227.7 230.5 213.6 158 184.3 253.9 2566.4
CASE.B-6 277.9 240.3 239.9 201.9 166.4 176.3 220.1 223.2 206.3 156 194.6 268.5 2571.4
CASE.B-5 280 242 240.9 202.7 167 176.5 220.5 223.5 207 157.3 196.5 270.4 2584.5
CASE.B-4 281.3 243.3 242.1 203.8 168 177.1 221 223.8 207.9 158.3 197.6 271.6 2595.7
CASE.B-3 283 245 244 205.3 169.5 178.4 222.2 224.9 209.1 159.9 199.1 273.2 2613.7
CASE.D-1 283 251.9 268.2 216.2 180.3 180.7 206.3 207 200.4 169.4 205.6 277.5 2646.5
CASE.B-2 286.8 249 249.1 210.1 174.2 182.5 225.7 228.4 213.3 164 202.1 276.6 2662
CASE.B-1 299.6 264.2 270.9 231.3 195.6 203.4 243.9 246.5 231.3 180.6 212.3 287.3 2866.9
一次エネルギー消費量原単位(MJ/m²)
CASE 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間
CASE.C-3 143.7 127.7 120 124.8 169.4 186.4 200.8 198.4 185.9 186.1 148.4 135 1927.1
CASE.C-4 145.1 128.9 121.3 126.4 170.8 187.8 201.9 199.6 187.2 187.3 149.5 136.1 1942
CASE.C-5 146.1 130 122.5 127.8 172.2 189.1 203.2 200.9 188.3 188.6 150.5 136.9 1956.2
CASE.C-2 146.7 130.7 123.1 127.9 172.7 189.8 204.6 202.5 189.8 189.6 152.2 138.7 1968.2
CASE.C-6 148 131.9 124.9 131 175.3 192.7 206.7 204.6 191.3 190.8 152.6 138.5 1988
CASE.D-5 158.5 140.9 132.8 135.2 178.7 193.5 205.8 202.9 191.4 194.7 157.3 147.3 2039.1
CASE.D-6 159.1 141.3 133.6 136.6 179.9 195.5 207.7 205.2 192.7 195.5 157.7 147.5 2052.5
CASE.D-4 161.8 144.2 136.1 138.2 181.6 196.2 208.9 206.1 194.6 197.9 160.7 151 2077.4
CASE.D-3 162.8 145.2 137.4 139.2 182.8 197.3 210.3 207.6 195.9 199.2 162.2 152.6 2093
CASE.D-2 165.8 148.3 141.2 143.3 187.2 201.7 215.7 213.5 201.4 203.6 167.1 156.7 2145.2
CASE.A-3 147.2 131.4 120.8 140.7 179.6 224.2 239.7 237.3 223.6 225.8 169.4 137.3 2177.3
CASE.C-1 159.2 143.1 139.3 147.5 192.9 211.1 228.3 227.8 212.6 207.7 169.4 152.4 2191.2
CASE.A-4 148.4 132.7 122.2 142.3 181 225.5 240.8 238.6 224.9 227 170.6 138.3 2192.2
CASE.A-5 149.5 133.9 123.3 143.7 182.4 227 242.1 239.8 226.1 228.2 171.5 139.1 2206.5
CASE.A-2 150.1 134.5 123.9 143.6 182.7 227.6 243.5 241.5 227.6 229.3 173.4 140.9 2218.4
CASE.A-6 151.4 135.6 125.6 146.7 185.4 230.5 245.5 243.6 229.1 230.5 173.7 140.8 2238.2
CASE.B-5 160.4 143.3 132.9 150.8 188.7 231 244.4 241.5 228.9 234.1 178.2 148.4 2282.4
CASE.B-6 161 143.7 133.7 152.2 189.9 233 246.3 243.8 230.2 234.9 178.6 148.6 2295.8
CASE.B-4 163.7 146.6 136.3 153.8 191.5 233.7 247.5 244.7 232.1 237.3 181.6 152.1 2320.7
CASE.B-3 164.7 147.7 137.5 154.8 192.8 234.8 248.9 246.2 233.4 238.6 183 153.7 2336.3
CASE.D-1 178.3 160.7 157.4 162.9 207.4 223 239.4 238.8 224.2 221.7 184.3 170.4 2368.2
CASE.B-2 167.7 150.8 141.2 158.8 197 239.2 254.2 252.2 238.9 242.9 188.1 157.8 2388.6
CASE.A-1 162.6 146.9 140.1 163.2 203 248.9 267.2 266.8 250.3 247.4 190.6 154.6 2441.4







PV と SWH の最適設置面積割合が変化するのかを給湯別および各地域で検討した。 
 
3.6.1 給湯ボイラー 




ことによってある一定の給湯使用量で PV と SWH を 1 対 2 で設置するのが最も有効的になる
と想定した。そこで、PV のみを設置したケースの年間一次エネルギー消費量と SWH のみを
設置したケースの年間一次エネルギー消費量を比較することで、SWH のみの方が小さくなる
時、PV と SWH を併用した場合も数値が逆転すると想定した。 
 
1）東京 
各給湯使用量の PV のみおよび SWH のみを設置したケースの年間一次エネルギー消費量を
図 3.50 に示す。同図より、どの使用量でも常に PV のみの方が年間の一次エネルギー消費量が
小さい。最も PV と SWH の差が最も小さくなるのは給湯使用量を 200(L/人・日)の時で、
9.4MJ/m²となった。図 3.51 に 200(L/人・日)の時の全ケースの年間一次エネルギー消費量を
示す。図より PV と SWH の最適設置割合が逆転することはなく、最も一次エネルギー消費量
が小さいのは PV と SWH を 2 対 1 で設置したケース（CASE.3）で 2152.9MJ/m²となる。何
も設置しないケースの給湯熱源と SWH を導入したケースの給湯熱源の一次エネルギー削減量
の削減増減率を 140(L/人・日)の時と比較したものを表 3.6 に示す。表より 140(L/日・人)時





























図 3.51 全ケース 年間一次エネルギー消費量（200L） 
 




 図 3.52 に各給湯使用量の PV のみを設置したケースと SWH のみを設置したケースの年間
一次エネルギー消費量を示す。なお、本来、ビジネスホテルにおける給湯使用量は多くても
250(L/人・日)とされているが、それ以上の給湯使用量による変化を見るため、那覇では 290(L/
人・日)でも検討を行なった。図 3.52 より 125～210(L/人・日)までは PV のみを設置したケー
スが小さいが、230(L/人・日)では微差ではあるが SWH のみを設置したケースが、年間一次エ
ネルギー消費量が小さい。ただ、290(L/人・日)では再び PV のみの方が、一次エネルギー消費
量が小さい。なお、同図の数値は PV と SWH の差を表し、給湯使用量が増加するにつれて差
が小さくなることが分かる。図 3.53 は PV のみと比較して最も差が大きい 250(L/人・日)の時
の全ケースの年間一次エネルギー消費量を示す。PV のみと SWH のみのケースがほとんど同
等であるが、僅かながら SWH のみの方が小さい。そのため、併用した 3 つのケース(2 対 1、
1 対 1、1 対 2)もほとんど同じ一次エネルギー消費量となるが、その中でも PV と SWH を 1 対
2 で設置した CASE.5 が最も小さく、2153.3MJ/m²となる。何も設置しないケースの給湯熱源
と SWH を導入したケースの給湯熱源の一次エネルギーの削減量の削減増減率を 140(L/人・
日)の時と比較したものを表 3.7 に示す。表より 250(L/人・日)では約 10.48%と増加傾向であ
ったが、290(L/人・日)では 8.27%まで低下していることが明らかである。 


































図 3.53 全ケース 年間一次エネルギー消費量（250L） 
 
 















 各給湯使用量の PV のみおよび SWH のみを設置した年間一次エネルギー消費量を比較した











削減増減率を 140(L/人・日)の時と比較したものを表 3.8 に示す。表より 180(L/人・日)では
























図 3.55 全ケース 年間一次エネルギー消費量（180L） 
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階では PV と SWH を 1 対 2 で設置した CASE.6 が最も有効的であったたが、給湯量を増加す






 図 3.56 および図 3.57 はそれぞれ給湯使用量を 225(L/人･日)と 250(L/人・日)の全ケースの
年間一次エネルギー消費量を表したものである。2 つの図より 225(L/人・日)、250(L/人･日)


















 給湯使用量を 180(L/人・日)と 200L(L/人・日)に変更した際の年間一次エネルギー消費量を
それぞれ図 3.58 と図 3.59 に示す。図 3.48 より CASE.5 と CASE.6 を比較した際、差が０に等
しいが、僅かながら、PV と SWH を 1 対 2 で設置した CASE.5 が小さく、その差は 1.8MJ/m
²である。同様に給湯使用量を 200(L/人・日)の図 3.49 では CASE.5 と CASE.6 の差が 0 に近
いが、この場合、SWH のみを設置した CASE.3 が、年間一次エネルギー消費量が 3.4MJ/m²小
さい。 
 





 図 3.60 および図 3.61 にそれぞれ給湯使用量を 200(L/人・日)と 250(L/人・日)の全ケース
の年間一次エネルギー消費量を示す。両図より、給湯使用量を変更してもすべてのケースで年
間一次エネルギー消費量が最も小さいのは SWH のみを設置した CASE.6 となる。また、何も
設置しない CASE.1 と比較した際の差はそれぞれ、316.4MJ/m²と 314MJ/m²となる。 
 












そして、各ベースモデルに PV と SWH を併用した場合の最適な設置方法を検討し、給湯使用













東京で 241.6MJ/m²、那覇で 177MJ/m²、そして、札幌で 300.5MJ/m²となる。 
 
3.7.3 SWH導入による給湯の一次エネルギー消費量の比較 



















3.7.4 各ケースにおける PVおよび SWHの最適設置割合 
1. ガスを熱源とした給湯を利用した場合、東京、那覇、札幌とも PV と SWH を２対１の割
合で設置した場合が最も一次エネルギー消費量が小さい。この理由として、各地域のエネ




























2. 電気を熱源とした給湯を利用した場合、東京と札幌では SWH のみを設置したケースが最
も一次エネルギー消費量が小さいが、那覇では PV と SWH を１対２の割合で設置したケ
ースが一次エネルギー消費量の最小値となった。電気温水器の場合、給湯ボイラーと比較
して、給湯の一次エネルギー消費量が増加するため、一次エネルギー消費量の詳細内訳（図




























3. 全てのシミュレーション結果を比較した際、３つ地域とも空調として空冷 HP を用いて給




1. 給湯ボイラーを利用した場合、那覇では給湯使用量が 125～210(L/人・日)では PV と SWH
を 2 対 1 で設置するケースが最も効果的である。それに対して、250(L/人・日)では PV
と SWH を 1 対 2 で設置するのが最も効果的と判断した。しかし、ビジネスホテルではあ
まりないが、250(L/人・日)よりも多く利用する可能性のある温泉旅館およびリゾートホ
テルでは PV と SWH を 2 対 1 が最適な設置割合になると考察した。それに対し、東京と
札幌では共に、給湯使用量を増加させることで、PV のみを設置したケースと SWH のみ
を設置したケースの差は小さくなるが、SWH のみの方が、年間一次エネルギー消費量が
小さくなることはなかった。そのため、両地域ではどの給湯使用量でも PV と SWH を 2
対 1 で設置するのが最も効果的であると判断した。また、SWH による給湯の一次エネル

















































































図 3.69 一次エネルギー消費量内訳（那覇 200L） 
 
 
2016 札幌 東京 那覇
年月
16-Jan 5.9 9.9 7.5
16-Feb 8.2 11.4 10.2
16-Mar 13.1 13.5 12.4
16-Apr 16.1 14.9 16.4
16-May 19.8 19.3 17.5
16-Jun 17 15 19.1
16-Jul 19.1 15.3 22.9
16-Aug 18.1 15.8 19.7
16-Sep 13.4 10 15.6
16-Oct 9.4 9.6 14.5
16-Nov 5.5 8.2 11.2
16-Dec 4.3 9.1 9.6




 表 3.13 は本研究で得られた各地域における PV と SWH の最適設置方法を一覧にしたもの
である。 
 
















































































および SWH を導入する際は、3 つの地域とも 2 対 1 の割合で設置するのが最適であり、電気
温水器においては東京と札幌では SWH のみを利用し、那覇では 1 対 2 の割合で設置するのが
有効であると明らかにした。しかし、那覇で給湯ボイラーを利用する際は 210(L/人・日)まで
は同様の配置で良いが、それ以上では 1 対 2 の割合で設置する方が効果的であると明らかにし
た。東京と札幌では日射量が少ない分、給湯使用量を変更しても PV と SWH を 2 対 1 の割合
で設置したケースが最適モデルとした。電気温水器も同様に東京と札幌では給湯使用量を変更
しても最適設置面積割合が変化することは無く、SWH のみを設置するケースが最も有効的で
あった。それに対して、那覇では 180(L/人・日)までは PV と SWH を 1 対 2 の割合で設置す
















1. 吸収式冷温水発生機と空冷 HP の月別エネルギー消費量を比較した際、3 つの地域とも冬
季より夏季の方が差がある。また、空調システムの変更による一次エネルギー削減率は東
京で約 18.6%、那覇で約 21%、そして、札幌では約 19.5%となる。 
2. 給湯ボイラーと電気温水器の月別一次エネルギー消費量を比較した際、3 つの地域とも冬
季になるにつれ差が増加する。また、給湯の年間一次エネルギー削減率で比較した際、給
湯ボイラーを利用することで東京では約 31.3%、那覇が約 29.2%、札幌で約 32.9%、削減
し、寒冷地域の方が、削減率が高い結果となった。 
3. 給湯器別に太陽熱温水器を導入した際の削減率は、給湯ボイラーを利用した場合、東京で
は約 35.9%、那覇では 47.3%、そして、札幌では 28.6%となる。また、電気温水器を利用
した場合、東京では約 40%、那覇が約 52%で、札幌が約 32.4%となる。 
4. どの地域も給湯使用量が 140(L/人・日)の場合、空冷 HP と給湯ボイラーを利用し、さら




合、東京と札幌では PV と SWH を 2 対 1 で設置するのが最適である。なお、東京では何
も設置しないケースと比較して、200(L/人・日)の時が最も全体の年間一次エネルギー削
減量が大きく、約 9%削減した。また、札幌では一日の一人あたりの給湯使用量が 180L の
時が最も年間一次エネルギー削減量が大きく、約 8%削減した。那覇においては 140(L/
人・日)から 210(L/人・日)までは他の 2 地域同様、PV と SWH を 2 対 1 で設置するのが







SWH のみのケースが約 11.8%と削減する。また、250(L/人・日)の札幌では SWH のみを
設置したケースが、何も設置しないケースに比べ、年間一次エネルギー消費量が約 9%削











 本研究では、ただ PV と SWH の最適設置方法を求めるだけでなく、ホテル経営者にとって
重要になる実用化するにあたっての経済評価を算出した。この際、各ベースモデルで PV と
SWH を最適な方法で設置した場合で計算を行なった。なお、電気・ガス料金(39)および PV と
SWH の設置費用等はカタログ値(42)より参照し、東京のみ計算を行なう。表 4.1 は東京におけ
る電気、ガス、PVおよび SWHの料金表を表したものである。表 4.2～表 4.5はそれぞれCASE.A、
CASE.B、CASE.C、CASE.D の設置費用と設置費用回収期間を表したものである。 
 

































年間(MJ/m2) 1140.7 1281.8 1034.4 1152.2
年間(MJ) 12547700 14099800 11378400 12674200
電気（kWh換算）
ガス（m3換算）
3485751.06 3916924.44 252853.3333 281648.8889

































年間(MJ/m2) 1702.6 1702.6 411.7 529.5
年間(MJ) 18728600 18728600 4528700 5824500
電気（kWh換算）
ガス（m3換算）
5202805.08 5202805.08 100637.7778 129433.3333
























年間(MJ/m2) 463.1 622.7 1904.5 1904.5
年間(MJ) 5094100 6849700 20949500 20949500
電気（kWh換算）
ガス（m3換算）
1415140.98 1902846.66 465544.4444 465544.4444









































PV・SWHの設置割合 SWH only 標準 SWH only 標準
年間(MJ/m2) 2165.6 2473.7 0 0
年間(MJ) 23821600 27210700 0 0
電気（kWh換算）
ガス（m3換算）
6617640.48 7559132.46 0 0
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・気象庁データ 東京 2013 年 
1 月～6 月 
 
 
1月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 2月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 3月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量
1日 11.49 8.9 2.5 1日 11.83 6.4 7 1日 8.88 1.3 10
2日 11.23 8.8 0 2日 8.75 4.2 6.8 2日 18.76 9.5 2.8
3日 10.44 6.1 5.5 3日 14.04 9.6 5.3 3日 11.42 4.3 7.3
4日 12.58 9 0.3 4日 10.39 5.2 6.3 4日 10.61 2 9.5
5日 5.16 0.9 6.8 5日 12.06 5.6 7.3 5日 18.24 10.8 2
6日 8.67 5.3 6.3 6日 2.01 0 8.3 6日 10.64 10.2 0
7日 9.2 4.4 4.8 7日 13.03 6.6 9.8 7日 15.2 6.5 5.5
8日 10.7 7.6 3.8 8日 10.03 4.4 6.5 8日 16.97 8.3 4.8
9日 9.6 6 7.3 9日 14.02 8.9 9.5 9日 19.14 10.6 0
10日 11.49 7.3 3.8 10日 15.71 9.8 2.5 10日 13.49 5.4 5.3
11日 12.79 9 0.8 11日 15.04 9.2 0.8 11日 21.48 11.3 2.5
12日 10.24 6.2 4.5 12日 7.56 0.9 7.5 12日 20.76 11 2
13日 11.78 8.4 4.3 13日 16.63 9.9 2.5 13日 18.36 9.1 9.3
14日 0.3 0 10 14日 8.03 2.6 9.8 14日 10.71 2.3 8
15日 12.4 8.1 3.5 15日 2.49 0 10 15日 20.6 10.3 5.5
16日 6.57 2.8 6.5 16日 17.64 10 0.8 16日 20.73 10.5 0
17日 11.29 7.8 5.5 17日 13.89 7.7 5 17日 20.11 10.1 3.5
18日 13.64 9.3 0 18日 3.83 0 9.3 18日 12.62 3.1 10
19日 12.81 9.3 0.3 19日 1.89 0 10 19日 20.81 10.5 6
20日 13.32 9 2.5 20日 15.34 7 4.5 20日 15.39 4.7 9.5
21日 10.82 6.8 8 21日 16.25 7.2 3.5 21日 22.84 11.3 0.8
22日 4.77 2.6 6.8 22日 13.34 8.2 6.3 22日 20.6 7.8 7.3
23日 9.32 4.1 7.5 23日 17.6 9.3 3 23日 14.51 6.2 7
24日 10.35 4.7 6 24日 18.48 10.6 0 24日 8.42 0.8 10
25日 10.59 6.4 1.8 25日 19.28 10.7 0.3 25日 2.3 0 10
26日 11.77 7.6 1.8 26日 18.32 10.2 2.5 26日 17.84 5.4 9.8
27日 14.08 9.6 0.5 27日 4.42 0.3 7.5 27日 2.89 0 10
28日 12.41 8.1 4 28日 18.29 9.2 5 28日 17.2 5.9 10
29日 14 9.5 1.8 29日 10.79 0.9 9.8
30日 13.51 9.6 0.5 30日 2.38 0 10
31日 13.76 9.3 2.8 31日 3.17 0 10
4月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 5月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 6月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量
1日 20.11 7.9 8 1日 14.73 2.4 10 1日 21.61 6.7 6.8
2日 3.96 0 10 2日 19.08 4.4 9.8 2日 23.46 7.3 7.8
3日 3.23 0.3 7.5 3日 24.58 7.9 3.5 3日 25.3 8.6 6.8
4日 22.15 9 5.8 4日 26.22 10.4 2.3 4日 28.41 12.8 0.3
5日 22.02 8.9 7 5日 27.35 11.9 2 5日 27.25 11.4 5.8
6日 8.62 0.4 9.5 6日 26.56 10.9 2.3 6日 15.34 0.6 10
7日 22.91 9.2 4.8 7日 29.26 12.9 0.5 7日 16.6 2.7 9.3
8日 26.21 11.7 0 8日 27.81 12.6 0 8日 21.82 6.6 7
9日 20.03 8.9 3 9日 26.28 12.5 0 9日 25.11 9.5 5.8
10日 13.64 2.9 8 10日 20.85 7.8 7.5 10日 14.43 0.9 10
11日 17.71 5.9 4.8 11日 3.18 0 9.5 11日 4.26 0 10
12日 22.63 9.2 2.3 12日 25.67 10.2 8.5 12日 4.56 0 10
13日 25.64 11.7 0.5 13日 14.69 2.7 9.5 13日 3.75 0 10
14日 19.55 6.7 8 14日 26.29 11.4 0.3 14日 8.79 0.4 10
15日 23.79 11 5 15日 25.89 9.8 6 15日 21.79 5.4 10
16日 23.4 10.1 4 16日 20.82 7.1 9 16日 9.04 1.6 10
17日 11.54 0.3 8 17日 28.98 12.8 0.8 17日 21.61 5.9 9.5
18日 22.36 10 0.3 18日 23.64 7.7 8 18日 18 4 10
19日 8.45 0.4 10 19日 24.43 6.6 10 19日 3.49 0 10
20日 3.64 0 10 20日 4.59 0 10 20日 2.82 0 10
21日 5.56 0 10 21日 18.89 3.9 8.3 21日 4.28 0 10
22日 26.93 10.8 3.5 22日 27.01 10.9 1.8 22日 19.68 6.3 8
23日 22.31 9 5.5 23日 25.39 10.2 3.3 23日 21.32 6.1 9
24日 3.84 0 10 24日 29.01 13 0.5 24日 14.99 2.8 10
25日 21.52 7.4 10 25日 19.37 3.5 10 25日 9.68 0.3 9.8
26日 25.28 9.8 5.5 26日 17.63 5.1 8 26日 3.36 0 10
27日 26.97 10.8 0.8 27日 22.11 6.7 7.8 27日 26 9.4 8.3
28日 27.78 12.6 0 28日 17.71 2 10 28日 20.31 3.7 9.8
29日 22.93 10.3 4.8 29日 11.2 0.4 10 29日 21.61 5.6 8.3
30日 7.6 0.8 10 30日 3.03 0 10 30日 19.37 5.3 9.8
31日 28.09 9.4 6
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7月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 8月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 9月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量
1日 14.01 0.4 9.8 1日 13.54 3.2 8.8 1日 23.01 10.6 4.3
2日 23.38 8.5 7.5 2日 18.29 4 10 2日 17.34 5.5 8.8
3日 14.08 1.5 10 3日 20.02 6.6 7.8 3日 20.83 8.2 4
4日 7.9 0 10 4日 15.15 2.3 9.5 4日 12.51 3.1 10
5日 8.26 0 10 5日 20.16 7.9 6.5 5日 8.22 2.6 9.5
6日 25.09 8.8 9.5 6日 14.3 1.7 9.8 6日 8.33 0.4 10
7日 27.35 11.1 5.3 7日 21.93 10.1 3.5 7日 10.24 1 10
8日 24.85 9.8 4.3 8日 18.03 7.7 5.3 8日 7.55 0.1 10
9日 26.93 12.8 1 9日 22.58 9.4 7.5 9日 16.15 5.7 7.5
10日 25.07 10.8 7.3 10日 21.52 10 4.5 10日 13.81 3.5 9.5
11日 25.3 10.9 8 11日 18.82 8 6.5 11日 8.43 0.3 10
12日 24.69 10.9 9 12日 19.14 7.8 6 12日 21.68 11.7 4.8
13日 14.48 1.4 10 13日 21.77 7.9 9.3 13日 19.22 8.3 6.8
14日 18.32 4.9 10 14日 20.77 8.5 5 14日 15.12 4.7 10
15日 20.42 6.5 10 15日 24.21 10.3 2.8 15日 7.64 2.1 9.8
16日 17.95 4.8 9.8 16日 22.43 8.9 5.5 16日 3.96 0.1 7.5
17日 13.53 1.3 10 17日 22.14 10.1 9 17日 13.06 11.2 1.3
18日 18.28 4.9 7.8 18日 22.48 10.8 3.3 18日 17.31 11.4 1.3
19日 21.95 8.7 6.8 19日 24.02 11.2 1.8 19日 11.95 10.6 0
20日 17.5 3.2 9.3 20日 18.33 7.7 5 20日 20.85 10.8 1.3
21日 23.65 8.7 10 21日 12.05 2 9.8 21日 19.23 10.8 2.5
22日 22.14 6.1 10 22日 11.71 2.8 9.3 22日 15.48 6 7.8
23日 17.45 5.9 7.8 23日 4.81 0 10 23日 8.9 2.8 9.5
24日 3.7 0 10 24日 12.87 1.6 10 24日 11.17 1.7 10
25日 4.61 0 10 25日 3.81 0 9.3 25日 5.03 0 10
26日 19.17 5.1 10 26日 14.6 3.9 7.3 26日 7.06 1.1 8.5
27日 17.92 5.2 8 27日 23.16 9.6 6.5 27日 20.16 10.5 0.5
28日 22.08 8.1 9.5 28日 23.95 11.1 4 28日 16.74 7.3 5.5
29日 5.35 0 10 29日 16.77 7.4 6.5 29日 15.08 5.1 5.5
30日 13.52 2.3 10 30日 22.75 10.2 9.8 30日 16.55 7 7.5
31日 11.18 0.8 10 31日 19.16 7.9 2.5
10月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 11月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 12月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量
1日 5.32 0 10 1日 13.85 8.8 2.8 1日 11.22 9 0
2日 4.91 1 10 2日 3.33 0 7.5 2日 10.78 8.9 0
3日 16.93 7.8 6.5 3日 8.55 2.4 10 3日 11.14 8.9 2.3
4日 2.45 0 10 4日 4.55 0.9 9 4日 9.98 7.2 7.5
5日 2 0 10 5日 13.92 9.6 0.5 5日 10.9 8.8 1.5
6日 8.54 0.7 10 6日 12.65 7.4 4.5 6日 10.21 7.3 3.3
7日 9.04 2.6 7.5 7日 3.02 0.4 7.8 7日 10 6.8 4
8日 15.44 7.5 8.5 8日 13.73 8.9 3.8 8日 7.11 2.7 8
9日 14.42 5.3 7.3 9日 3.93 0.3 7.8 9日 4.78 0.7 8.3
10日 9.09 1.2 7.5 10日 4.69 1.2 9.3 10日 3.1 0.4 7.5
11日 15.38 7.4 7 11日 8.48 2.9 7.5 11日 8.08 4 5
12日 15.92 8.8 3.5 12日 5.76 1.5 8.3 12日 10.74 7.8 1.5
13日 17.99 10.1 0 13日 13.27 7.7 4.3 13日 11.09 8.5 2.3
14日 15.92 8.3 3.5 14日 12.02 6.9 5.5 14日 11.13 9 0
15日 2.68 0 10 15日 3.46 0.3 9 15日 11.2 9 0
16日 9.62 2.8 9.3 16日 12.93 9.4 0 16日 10.88 8.2 6.8
17日 14.48 5.8 9 17日 11.97 9 4.8 17日 8.84 4.4 10
18日 12.6 4.6 10 18日 11.86 8.6 2 18日 1.9 0 10
19日 7.4 0.5 10 19日 12.5 8.9 1 19日 1.56 0 10
20日 1.42 0 10 20日 12.94 9.5 0 20日 3.62 0.5 7.8
21日 8.51 1.4 8.8 21日 12.38 9.4 0 21日 10.49 7.6 1.3
22日 4.47 0 10 22日 12.17 9.2 1 22日 11.54 9.1 0
23日 6.35 0.2 10 23日 12.43 9.2 2.3 23日 4.14 0.8 7.5
24日 3.37 0 10 24日 11.93 9.1 5 24日 10.12 7.3 4
25日 4.53 0 10 25日 3.4 0 9.8 25日 11.16 8.9 0.5
26日 3.38 0.3 10 26日 11.37 7.8 1 26日 4.13 0.1 10
27日 16.23 9.8 2 27日 10.69 7 7 27日 2.34 0 10
28日 15.02 9.3 4.3 28日 6.57 3.5 9 28日 11.58 9 0.5
29日 2.57 0.1 10 29日 11.98 9.1 0.5 29日 11.58 9 0
30日 12.89 7.1 6.3 30日 11.25 8.5 1.3 30日 10.92 8.9 2.5
31日 13.49 7.8 4.3 31日 10.96 9 0
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1月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 2月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 3月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量
1日 4.73 1.2 9.8 1日 4.29 0.2 9.8 1日 3.28 0 10
2日 5.74 4.3 10 2日 10.2 6.9 7.5 2日 7.08 1.5 10
3日 8.5 8.2 5.8 3日 7.03 4.3 8.3 3日 6.58 0.5 10
4日 8.41 6.6 7.8 4日 6 1.6 10 4日 11.95 4.6 7.5
5日 8.12 6.6 6 5日 9.09 5.5 7.5 5日 11.92 5.1 8.5
6日 5.19 2.3 9.3 6日 7.64 2.6 8.3 6日 4.8 0.8 7.5
7日 4.86 3.3 6.8 7日 2.96 0 7.3 7日 6.14 0.8 9.3
8日 9.18 8 3.8 8日 5.83 0.8 9.8 8日 9.97 3.6 10
9日 6.57 4.2 5.3 9日 8.67 4.4 5.8 9日 10.01 2.5 10
10日 7.54 6 6 10日 8.18 2.9 9.5 10日 8.11 1.1 9.3
11日 5.71 4.7 6.5 11日 6.86 2.7 7.3 11日 14.76 5 9
12日 4.03 0.3 10 12日 7.98 2.9 7.5 12日 8.2 0.3 10
13日 9.69 8.4 5 13日 11.84 8.8 5 13日 4.6 0 10
14日 5.6 2 9.8 14日 5.91 1.5 9.3 14日 15.39 7.3 7.5
15日 2.56 0 10 15日 11.69 7.4 7.8 15日 13.86 3.7 10
16日 7.63 6.3 10 16日 8.07 2.1 10 16日 6.94 0.6 9.5
17日 8.03 4.5 9.5 17日 9.68 3.8 6.3 17日 17.14 8 8.5
18日 6.55 2.4 10 18日 6 0 10 18日 4.82 0 10
19日 4.89 0.7 10 19日 7.53 2.9 8 19日 15.8 7 7.5
20日 3.33 0.2 10 20日 12.58 6.4 9.8 20日 6.71 0 10
21日 3.32 0 9.8 21日 12.89 6.6 6.8 21日 14.19 4.5 9.8
22日 7.7 6.3 10 22日 9.98 3 6.5 22日 9.51 4.2 7.5
23日 9.48 7.4 4.3 23日 15.03 8.4 5.5 23日 16.13 6.6 6.5
24日 7.71 4.1 8.3 24日 4.4 0 10 24日 17.18 6.2 9
25日 3.16 0.1 10 25日 13.66 8 5.3 25日 19.1 9.9 8
26日 3.8 0 10 26日 15.45 7.6 5 26日 16.52 6.2 8.8
27日 4.88 1.3 10 27日 12.16 6.2 9.8 27日 20.67 9.9 3
28日 8.66 7.7 8.5 28日 9.37 3.6 7 28日 10.73 2.9 9.8
29日 5.91 3.3 7.5 29日 11.28 3.3 9.3
30日 3.68 0 10 30日 11.71 3.6 4.5
31日 6.72 0.8 8 31日 15.59 6.4 7.5
4月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 5月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 6月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量
1日 21.12 9.2 6.3 1日 6.94 0 10 1日 29.07 13.6 0.8
2日 12.65 4.1 6.3 2日 11.94 1.6 10 2日 26.52 11 7.5
3日 12.89 2.3 8.8 3日 5.41 0 10 3日 22.29 8.1 9.8
4日 22.02 10 4.5 4日 5.24 0 10 4日 29.12 11.4 6.5
5日 19.36 8.7 5.8 5日 10.15 0.8 10 5日 20.8 4.3 10
6日 10.9 1 10 6日 2.42 0 9.8 6日 22.94 8 5.5
7日 4.64 0.1 10 7日 21.03 7.5 4.3 7日 28.86 12 0.5
8日 14.7 2.9 10 8日 25.1 9.6 4.5 8日 28.75 13.8 1.8
9日 12.77 5.8 5.3 9日 22.63 10.2 4.8 9日 29.7 11.7 2.5
10日 15.32 4.5 10 10日 25 12.1 7.5 10日 27.46 11.8 2.5
11日 16.43 6.8 7.3 11日 5.62 0 10 11日 29.27 14 0
12日 12.05 3.4 9.8 12日 12.91 1.4 9.5 12日 30.72 14 0
13日 10.09 1.8 9.8 13日 11.5 1.7 9.3 13日 29.42 13.8 1.8
14日 13.81 4.3 10 14日 12.34 0.8 9.8 14日 5.54 0 10
15日 20.37 9.1 7.5 15日 7.66 0 10 15日 15.93 5.6 5.5
16日 15.77 5.9 8.3 16日 19.05 6.4 5.5 16日 16.72 5.7 7.5
17日 5.21 0.1 10 17日 25.54 10.1 6 17日 14.11 1 10
18日 13.78 2.9 10 18日 17.4 6.1 8 18日 14.56 2.8 9.3
19日 13.91 4 10 19日 19.82 6.6 10 19日 10.95 1.3 10
20日 20.46 7.7 5.8 20日 5.82 0 10 20日 12.99 0.2 10
21日 19.16 6.9 6.5 21日 17.3 6.9 8.3 21日 5.47 0 10
22日 24.55 10.8 5.8 22日 8.95 1.2 10 22日 6.58 0.2 9
23日 23.09 12 1 23日 3.59 0 10 23日 27.33 11.4 2.5
24日 8.64 0.5 10 24日 24.4 8.9 9.3 24日 23.51 7.5 5.5
25日 7.6 0.9 10 25日 14.04 0.8 7.5 25日 24.95 9.3 5.5
26日 7.67 0.5 10 26日 28.84 12.9 2.8 26日 22.77 6.9 9.3
27日 7.98 0 10 27日 22.69 10.2 10 27日 4.31 0 10
28日 4.73 0 10 28日 19.62 5.1 10 28日 21.13 6.1 5.8
29日 11.56 1.8 10 29日 12.96 0.3 8.5 29日 30.36 14 0.3
30日 4.21 0.1 10 30日 17.98 7.2 5.8 30日 29.75 13.7 3.3













7月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 8月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 9月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量
1日 27.47 11.9 3.5 1日 12.88 1.1 10 1日 11.74 0.9 10
2日 25.53 10.9 4.5 2日 23.71 9.2 4 2日 9.43 0.5 9.8
3日 4.1 0 10 3日 16.83 4.2 5.5 3日 5.11 0 10
4日 22.31 7.9 5.5 4日 22.73 7.8 8.8 4日 4.16 0.6 10
5日 11.48 1.6 9.3 5日 23.05 9.3 9 5日 20.15 9 6.3
6日 15.06 3.1 8.5 6日 23.36 10.9 8 6日 11.97 4.3 10
7日 26.59 12.2 4.5 7日 18.87 7.5 7.5 7日 9.12 0.5 9.8
8日 25.16 9.8 1.3 8日 11.19 1.5 10 8日 15.5 6.3 9.8
9日 15.37 4.1 10 9日 4.61 0 10 9日 19.65 10 1.3
10日 10.52 2.6 9.8 10日 16.61 4.3 8.3 10日 18.22 8 6.3
11日 17.47 5.3 4.3 11日 11.51 1.1 10 11日 16.86 10 7.5
12日 17.52 6.8 7.8 12日 12.36 3.2 9.8 12日 12.53 4.8 6.8
13日 28.08 12 3.8 13日 17.51 6.5 8.5 13日 17.76 8.3 7.5
14日 22.96 9.3 8.5 14日 14.23 3.6 9.5 14日 8.74 3.1 8
15日 26.63 10.5 6 15日 20.26 8.5 8 15日 2.01 0 10
16日 15.37 4.8 9.5 16日 11.68 2.3 9.8 16日 1.74 0 9.5
17日 27 12.8 1.3 17日 4.03 0 10 17日 19.6 10.1 1
18日 25.94 10.4 4.3 18日 10.07 2.3 10 18日 16.67 8.3 5.5
19日 19.03 7 5.5 19日 17.91 7.1 6.5 19日 13.42 7.7 9.5
20日 27.01 11.9 4.5 20日 14.78 4.7 7 20日 8.43 2.1 9.8
21日 27.51 12.9 7 21日 14.35 4.1 5.5 21日 12.87 4.8 10
22日 16.04 4.6 9.3 22日 16.08 5.6 9 22日 15.47 7.7 5.5
23日 27.34 12.9 4.8 23日 14.45 4.4 9.3 23日 16.36 8.2 5.5
24日 22.52 8.3 9 24日 10.2 3.6 7.3 24日 4.4 1.7 9.3
25日 5.12 0.1 10 25日 12.47 3.9 8.8 25日 1.66 0 10
26日 23.29 8 9.3 26日 16.34 5.7 6 26日 14.89 7.1 3
27日 14.15 2.6 10 27日 15.52 6.9 8 27日 17.35 9 1.8
28日 8.02 0 10 28日 17.63 7.2 6 28日 16.93 10.3 5.8
29日 11.51 1.4 10 29日 12.42 4.7 8.3 29日 13.92 6.3 9.5
30日 20.99 7.2 9.3 30日 5.34 0 10 30日 2.28 0 10
31日 13.63 2.5 9.5 31日 6.15 0.8 10
10月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 11月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 12月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量
1日 3.6 0 10 1日 6.63 4.1 6.3 1日 3.94 1.2 8.5
2日 15.69 8.8 7 2日 7.1 4.3 7.5 2日 5.47 3.3 9.3
3日 12.57 5.9 8 3日 5.05 1.8 9.8 3日 3.92 0.9 7.3
4日 11.55 6.9 3.5 4日 8.22 6.8 5.5 4日 2.62 1.1 10
5日 11.5 3.9 7 5日 10.05 8.2 4 5日 7.37 4.5 10
6日 10.18 4.8 8 6日 3.97 0.8 7.5 6日 3.56 1.1 9.8
7日 14.37 8 5.3 7日 4.91 2.1 7.8 7日 6.93 6.5 4.3
8日 5.88 0.3 10 8日 2.2 0.1 10 8日 5.94 4.3 7.8
9日 3.3 0 7.5 9日 9.45 8 7.5 9日 4.92 3 9.5
10日 15.38 10.4 0 10日 2.07 0.2 9 10日 1.77 0 10
11日 1.74 0 9.8 11日 6.24 2.8 6.8 11日 4.96 3.7 7.8
12日 12.33 6.9 6.8 12日 8.85 5.4 9.5 12日 4.66 2.4 9.3
13日 9.94 3.7 7.5 13日 7.14 3.3 9.5 13日 1.74 0 8.8
14日 11.9 6.9 7.8 14日 6.72 3.2 10 14日 7.35 7.3 3.8
15日 2.83 0 10 15日 2.63 0 8.8 15日 2.86 0.9 9.3
16日 0.53 0 10 16日 8.1 6.8 6.3 16日 3.83 0.9 6.3
17日 10.18 3.7 8.8 17日 9.38 8.7 2.3 17日 6.35 5.1 6
18日 14.07 9.8 1.8 18日 4.42 0.9 9.3 18日 4.91 2 7.3
19日 13.74 10 0 19日 3.68 0.3 7.5 19日 6.31 5.4 5
20日 4.55 0.1 10 20日 6.66 4.5 7 20日 4.95 2.7 10
21日 7.94 3.8 9.8 21日 8.51 5.5 8 21日 3.68 1.1 10
22日 9.71 4.6 7.3 22日 4.6 2.5 10 22日 1.59 0.1 7.3
23日 10.7 5.2 6.3 23日 3.38 0.9 9 23日 3.38 0 10
24日 6.26 1 9.5 24日 5.2 2.6 3.5 24日 6.59 5.9 8.3
25日 3.19 0 10 25日 1.76 0.2 7.5 25日 4.24 0.8 7.8
26日 5.23 0.8 10 26日 4.7 2.6 7.5 26日 4.83 3.2 10
27日 5.41 1.2 10 27日 5.31 3.8 9 27日 3.9 1.5 8.8
28日 8.06 3.6 8.5 28日 3.24 0.7 8.8 28日 2.28 0 8.3
29日 6.27 3.4 5.8 29日 8.12 7.3 5.3 29日 4.31 3 8.3
30日 6.94 3.7 9.8 30日 2.93 0.3 9.5 30日 2.26 0 10
31日 10.09 7.8 2.5 31日 5.52 3.3 6
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1月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 2月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 3月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量
1日 11.03 2.9 8.3 1日 15.24 6.9 6 1日 17.98 7.5 4.5
2日 14.12 7.9 7.5 2日 15.03 6.5 4 2日 3.91 0 10
3日 3.34 0 10 3日 10.76 2.7 8.3 3日 11.41 1.9 9.8
4日 5.18 0 10 4日 15.18 5.6 9.3 4日 19.28 6.9 5.5
5日 2.78 0 10 5日 14.64 5.6 9.5 5日 12.53 2.5 9.3
6日 5.6 0.1 8.3 6日 4.17 0 10 6日 19.86 8.7 5
7日 5.09 0.5 8.3 7日 9.4 2.3 9.8 7日 21.18 9.8 1
8日 4.45 0.1 10 8日 3.11 0 10 8日 17.7 10.9 0
9日 2.74 0 10 9日 6.82 0.2 10 9日 21.92 9.3 1.3
10日 4.21 0 10 10日 6.82 0.1 10 10日 19.27 8.2 5.3
11日 14.63 8.6 6 11日 3.49 0 10 11日 10.64 2.9 7.8
12日 5.59 0 10 12日 9.66 2.3 9.8 12日 14.57 4 4.3
13日 3.58 0.1 10 13日 4.86 0.1 10 13日 14.23 4 7.5
14日 12.07 4.5 6 14日 15.19 6 5.3 14日 11.09 2 9.5
15日 14.51 7.6 3.5 15日 5.07 0.1 8.5 15日 15.31 4.9 6.8
16日 6.41 2.4 7 16日 16.3 6.2 7.3 16日 22.4 10.4 1
17日 7.14 1.4 9.5 17日 16.81 6.9 4.5 17日 22.03 9.3 2
18日 11.13 4.2 5.8 18日 16.62 7.7 3.3 18日 4.34 0 9.8
19日 15.88 8.4 1.3 19日 4.31 0.4 10 19日 20.03 9.5 4.5
20日 9.18 3.5 7 20日 5.58 0 9.5 20日 4.69 0 10
21日 14.3 6.5 6.3 21日 19.26 8.7 6.5 21日 12.22 0.6 10
22日 7.18 1.1 10 22日 6.64 2.3 6 22日 13.81 3.7 6.5
23日 5.49 0.5 9.8 23日 16.78 6.7 4.5 23日 21.71 8 5.8
24日 14.88 7.8 5.8 24日 21.26 10.7 0 24日 3.77 0.1 9.8
25日 11.31 4.1 7 25日 20.14 9.9 3.5 25日 19.88 5.7 7.8
26日 15.83 8.3 2.5 26日 16.06 4.6 6 26日 17.13 5 6.5
27日 5.8 0.1 8.3 27日 5.86 0 10 27日 9.36 0.7 9.8
28日 9.3 1.5 7 28日 19.65 9.2 4.8 28日 10.77 0.2 8.3
29日 14.01 7.1 6.8 29日 5.18 0 10
30日 10.02 2.5 9.5 30日 18.74 6.5 8
31日 11.23 2.9 8.5 31日 6.73 0.3 10
4月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 5月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 6月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量
1日 7.65 0.4 10 1日 6.76 0 8.5 1日 19.97 5.4 9.5
2日 17.55 4.5 9.8 2日 24.41 9.4 6 2日 26.19 9.2 5.8
3日 7.84 2.5 8.3 3日 19.2 5.2 10 3日 15.18 2.8 6.3
4日 15.89 2.6 7.5 4日 17.27 1.9 10 4日 8.66 0.3 10
5日 4.57 0 10 5日 17.93 1.8 9.5 5日 8.71 0.3 10
6日 5.14 0 10 6日 17.91 2.1 9.5 6日 26.93 11.8 6
7日 18.5 4.5 8.8 7日 20.06 5 7.3 7日 22.94 7 7.3
8日 23.84 7.6 6 8日 28.31 12.3 4.8 8日 18.47 3.7 8.5
9日 12.5 2.5 7.8 9日 19.63 3.6 8.8 9日 25.1 8.4 7.5
10日 2.74 0 10 10日 12.31 0.1 9.8 10日 26.69 10.6 3.3
11日 10.26 0.8 9.3 11日 4.21 0 10 11日 24.65 9.8 2.3
12日 8.07 0 10 12日 14.53 1.2 10 12日 14.98 3.7 7.8
13日 26.15 11.7 1.5 13日 3.29 0.1 10 13日 19.08 5.9 5
14日 2.53 0 9.8 14日 14.5 1.6 9.8 14日 26.1 10.2 6
15日 25.85 10.8 1.8 15日 11.35 0.9 9.8 15日 27.55 11.5 6.5
16日 6.89 0.3 8 16日 3.07 0 10 16日 12.26 0.2 10
17日 6.81 0.1 10 17日 4.47 0 10 17日 25.79 9.5 5.3
18日 9.4 0.9 10 18日 14.82 1.8 7.8 18日 20.53 6.3 5.8
19日 10.81 0.5 10 19日 5.76 0.1 9.5 19日 20.09 5 10
20日 13.71 2.6 9.5 20日 22.67 6.9 9.5 20日 24.12 7.1 8.3
21日 10.93 1.2 9.3 21日 8.34 0.2 9.5 21日 24.55 8.8 7
22日 21.7 5.8 7.3 22日 12.7 0.5 10 22日 26.84 9.5 7.3
23日 21.18 7 4.5 23日 2.76 0 10 23日 25.03 9.7 3.5
24日 21.72 7.7 8.5 24日 13.19 0.8 10 24日 27.27 11.8 5.3
25日 4.05 0 10 25日 15.47 1.8 10 25日 21.76 6.6 7
26日 16.33 3.8 8.3 26日 14.49 1.2 10 26日 21.66 5.9 9
27日 16.17 3.6 9.8 27日 27.58 11.4 3.3 27日 21.62 6.5 10
28日 21.94 6.2 8.5 28日 25.11 8.4 7 28日 23.94 7.8 6.5
29日 16.34 1.6 8.3 29日 22.02 5.6 9.3 29日 27.62 11.5 4.5
30日 18.88 4.2 9 30日 22.73 6.1 7.8 30日 25.27 9.2 5.5











7月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 8月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 9月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量
1日 23.97 9.6 4.8 1日 25.63 10.7 2.3 1日 14.94 4.6 9.5
2日 23.43 9.1 4 2日 22.96 9.2 3.5 2日 15.29 3.9 9
3日 21.55 7.8 7.8 3日 25.86 11.3 3.8 3日 20.96 6.7 10
4日 27.39 10.6 7.3 4日 26.32 11.9 4.8 4日 24.19 10.4 4
5日 25.69 10.2 5.5 5日 23.8 7.6 8.5 5日 14.46 5.6 3.8
6日 24.41 10.4 6.8 6日 26.72 11.2 5.5 6日 25.55 11.7 0.5
7日 26.93 10.9 2.5 7日 25.93 11.3 5 7日 24.04 10.6 3.8
8日 17.44 8.2 3.8 8日 26.65 11.7 3 8日 11.98 4.7 4.5
9日 27.9 11.4 4 9日 25.26 9.9 3 9日 16.43 6.3 3.3
10日 21.81 7.1 4.5 10日 16.62 6.3 3.8 10日 15.9 5.6 5.8
11日 24.9 8.9 6.3 11日 21.51 9.8 2.5 11日 24.33 9 5
12日 14.29 0.9 10 12日 10.77 3.6 6.3 12日 23.57 10 5
13日 26.05 8.7 8 13日 15.6 5.7 8 13日 23.81 9.9 4.8
14日 25.93 9.6 6.3 14日 16 6.3 6 14日 19.67 7.8 6.5
15日 24.74 8.4 4.3 15日 20.53 9 5 15日 20.1 7.2 5
16日 23.25 7.7 7.3 16日 21.64 6.8 3.5 16日 23.8 10.9 1.3
17日 21.73 7 5.5 17日 14.82 4.9 10 17日 20.71 7.5 3.5
18日 17.64 5.8 8.5 18日 23.32 8.2 8.5 18日 20.22 6.5 7.5
19日 17.95 5 7 19日 21.28 6.1 7.8 19日 16.76 5.8 8.5
20日 18.17 5 7 20日 17.04 3.9 9.3 20日 13.1 1.6 9.8
21日 19 7.4 3.3 21日 10.81 0.5 10 21日 15.04 3.5 10
22日 24.21 10.2 3.5 22日 20.11 4.9 10 22日 17.68 5.9 8.3
23日 25.95 11.6 4 23日 22.69 7.6 5 23日 22.36 9 4.5
24日 20.77 6.6 6.8 24日 18.01 5.7 5.3 24日 15.03 4.4 5.5
25日 26.89 10.1 7 25日 24.97 8.8 5.8 25日 22.57 10.6 1.8
26日 27.26 11.5 5.3 26日 22.83 8.4 7 26日 22.24 9.4 3.5
27日 26.39 10.1 3.5 27日 21.88 9.1 3 27日 14.68 5.7 2.5
28日 22.11 8.7 8.5 28日 21.96 8.3 5.3 28日 7.38 0.9 10
29日 24.29 8.3 8.8 29日 23.99 9.2 4.5 29日 14.85 5.1 5.8
30日 26.14 9.9 4.8 30日 21.46 7.7 6.3 30日 17.84 5.7 4.3
31日 26.96 11.7 2.8 31日 20.57 6.1 7
10月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 11月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量 12月 全天日射量(kWh/m2) 日照時間 雲量
1日 13.53 5 3.8 1日 2.65 0 10 1日 15.08 8.5 1.8
2日 17.17 8.6 2.8 2日 15.04 5.1 7.8 2日 12.91 6.3 3.8
3日 17.82 6.4 5.3 3日 9.97 2.2 9.8 3日 12.32 6.1 5.3
4日 12.23 2.4 10 4日 14.25 4.8 9 4日 14.87 9 2
5日 2.01 0 10 5日 10.67 3.7 4.3 5日 13.44 8.4 0.8
6日 12.39 2.6 10 6日 9.77 2.1 9 6日 14.2 8.8 4
7日 5.78 0.1 10 7日 11.15 3.4 7.5 7日 12.78 7.9 3.3
8日 18.13 7.3 5.3 8日 15.64 8.3 3.5 8日 11.41 4.4 7.3
9日 12.41 4.8 3 9日 11.25 2.9 7.3 9日 4.09 0 10
10日 14.49 5.5 5 10日 14.92 5.6 8.3 10日 9.65 2.6 8.3
11日 20.72 9.8 3 11日 9.19 1 10 11日 8.15 1 10
12日 11.2 5.1 3.5 12日 3.31 0 10 12日 6.24 0.2 10
13日 15.79 5.5 4.3 13日 5.2 0 10 13日 3.04 0 8.3
14日 12.4 2 6.3 14日 9.88 2 8.3 14日 6.93 0.5 10
15日 10.09 1.7 5.5 15日 6.1 0.2 10 15日 4.65 0 10
16日 16.25 5.3 7.8 16日 7.15 1.8 9.3 16日 2.75 0 10
17日 13.34 4.9 4 17日 12.27 5.1 7 17日 1.65 0 10
18日 19.06 8.8 2 18日 12.54 5.6 6.8 18日 9.88 2.9 8.3
19日 14.18 6.7 5.3 19日 13.46 5.9 6 19日 8.1 1.9 9.5
20日 14.19 6.1 3.5 20日 14.77 7.1 6.3 20日 7.63 1.8 9.5
21日 16.46 6.6 5.5 21日 13.06 4.7 6.8 21日 7.11 0.5 9.3
22日 12.7 2.8 7.3 22日 10.35 2.9 7.5 22日 10.16 3.8 6
23日 3.58 0 10 23日 14.46 8.8 2.5 23日 9.77 3.4 7.3
24日 3.73 0 10 24日 16.08 9.8 3 24日 3.79 0 10
25日 4.72 0.1 9.3 25日 2.09 0 9.8 25日 4.12 0.1 10
26日 15.59 6.1 7 26日 15.56 9.3 4.3 26日 5.01 0.2 10
27日 7.59 1.1 9.8 27日 12.59 6.1 4.5 27日 4.57 0.8 9.3
28日 14.92 4.1 9.8 28日 1.81 0 8.8 28日 12.43 5.8 7.5
29日 9.95 1.1 7.8 29日 7.9 2.4 8.8 29日 5.51 1 7.8
30日 17.61 9.2 1.8 30日 15.09 9.2 4.3 30日 9.06 3.5 7.8
























  do i= 3,9,3 
      K(i+1)=K(i) 
      K(i+2)=K(i) 
  end do 
open(1,file="E:¥濱田 太陽光発電関連¥NEDO 角度別 日射量¥NEDO 高知 日射
量.txt") 
open(2,file="E:¥濱田 太陽光発電関連¥NEDO 角度別 日射量¥角度別発電量結果.txt") 
write(2,"(2a8,12(i9,a3),a12)") "方位角","傾斜角",(im,"月",im=1,12),"年間発電量" 
do i=1,118 
    read(1,*) dang,sang,(H(im),im=1,12) 
      Ep1=0.0 
      do im=1,12 
          Ep2(im)=H(im)*K(im)*P*real(days(im)) 
          Ep1=Ep1+Ep2(im) 
      end do 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































付録 9.3 年間一次エネルギー消費量 2次関数表示（那覇） 
 
